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自
民
党
『
都
市
政
策
大
綱
』
の
衝
撃

　

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
五
月
二
六
日
、自
民
党
は
、

田
中
角
栄
を
会
長
と
す
る
都
市
政
策
調
査
会
が
ま
と
め
た

『
都
市
政
策
大
綱
（
中
間
報
告
）』
を
発
表
し
た
。
ま
も
な

く
社
会
党
が
『
都
市
再
建
綱
領
づ
く
り
の
た
め
の
討
議
資

料
（
案
）』、
六
月
七
日
に
は
公
明
党
が
『
大
衆
福
祉
の
た

め
の
都
市
政
策
基
本
要
綱
草
案
』、八
日
に
民
社
党
が
『
民

社
党
の
都
市
政
策
』、
一
〇
日
に
共
産
党
が
『
都
市
問
題

の
解
決
を
め
ぐ
る
二
つ
の
道
―
都
市
問
題
に
対
す
る
日
本

共
産
党
の
態
度
』
と
、
都
市
問
題
ま
た
都
市
政
策
を
め
ぐ

る
文
書
が
次
々
と
公
表
さ
れ
、「
都
市
政
策
ブ
ー
ム
」
と

も
い
え
る
様
相
を
示
し
た
。

　

だ
が
、
そ
の
内
実
は
、
自
民
党
に
よ
る
『
大
綱
』
発
表

に
衝
撃
を
受
け
た
各
党
が
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
急
遽

用
意
し
た
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。

　

自
民
党
『
大
綱
』
は
、
た
し
か
に
衝
撃
と
い
う
に
ふ
さ

わ
し
い
内
容
を
も
っ
て
い
た
。『
大
綱
』
が
提
起
し
た
も

の
は
、
大
別
す
る
と
「
大
都
市
問
題
の
改
善
」「
地
方
の

経
済
開
発
」「
大
都
市
圏
と
地
方
を
む
す
ぶ
交
通
網
の
建

設
」
の
た
め
の
手
法
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
国
土

計
画
お
よ
び
法
整
備
に
分
け
ら
れ
る
。

　

そ
の
構
想
の
基
本
に
は
、
過
密
・
過
疎
問
題
を
「
全
国

的
な
都
市
化
の
進
行
」
に
と
も
な
う
人
口
集
中
と
流
出
と

い
う
盾
の
両
面
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、「
都
市
政
策
」

を
「
国
土
の
全
域
に
わ
た
る
都
市
化
対
策
」
と
定
義
し
、

市
民
を
「
都
市
の
主
人
」
と
位
置
づ
け
る
な
ど
、
当
時
の

政
党
ま
し
て
保
守
党
と
し
て
は
斬
新
な
視
座
が
あ
っ
た（
１
）。

ま
た
、
大
都
市
再
開
発
の
た
め
の
用
地
取
得
を
容
易
に
す

る
土
地
に
た
い
す
る
私
権
の
制
限
と
と
も
に
、「
民
間
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
」
活
用
の
た
め
の
利
子
補
給
制
度
を
提
案
し

て
い
た
。「
保
守
党
の
タ
ブ
ー
」
と
評
さ
れ
た
私
権
の
制

限
と
、
民
間
資
本
に
よ
る
開
発
と
い
う
自
民
党
あ
る
い
は

田
中
ら
し
い
手
法
の
組
み
合
わ
せ
は
、
実
効
性
あ
る
も
の

と
し
て
具
体
化
が
期
待
さ
れ
た
。

　
『
大
綱
』
発
表
翌
日
の
新
聞
各
紙
、
ま
た
そ
の
後
の
各

党
都
市
政
策
を
め
ぐ
る
論
評
で
も
、『
大
綱
』
は
政
党
に

よ
る
初
め
て
の
本
格
的
政
策
文
書
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
、
批
判
的
立
場
に
立
つ
論
者
か
ら
も
一
定
の
評
価
を
得

た
の
で
あ
る
。

　
『
大
綱
』
の
背
景
に
は
、
一
九
六
三
年
、
六
七
年
の
地

方
統
一
選
挙
に
よ
る
革
新
自
治
体
の
隆
盛
と
、
そ
れ
を
実

現
し
た
「
都
市
票
」
と
自
民
党
と
の
乖
離
と
い
う
危
機
感

が
あ
っ
た
。
で
は
、
社
会
党
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
野
党

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
政
党
と
「
都
市
票
」「
都
市
政
策
」

　

自
民
党
都
市
政
策
調
査
会
は
一
九
六
七
年
三
月
に
設
置

さ
れ
た
が
、
そ
の
直
後
の
統
一
地
方
選
を
へ
て
、
田
中
は

「
自
民
党
の
反
省
」
を
『
中
央
公
論
』
六
月
号
に
寄
稿
し

た
。
美
濃
部
革
新
都
政
の
誕
生
を
は
じ
め
と
す
る
革
新
自

治
体
の
急
増
は
、
都
市
問
題
へ
の
政
策
対
応
を
怠
っ
て
き

た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
動
き
は
全
国
に
広
が
る
と
い
う
認

識
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
一
九
六
三
年
に
は

横
浜
市
を
は
じ
め
四
三
の
自
治
体
で
、
一
九
六
七
年
に
は

首
都
東
京
、
大
阪
市
な
ど
四
六
の
自
治
体
で
革
新
首
長
が

当
選
し
て
い
た
。「
都
市
票
」
と
自
民
党
と
の
乖
離
を
「
都

市
政
策
」
に
よ
っ
て
埋
め
る
こ
と
が
自
民
党
の
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
社
会
党
が
政
党
レ
ベ
ル
で
「
都
市
政
策
」
に
お

い
て
進
ん
で
い
た
か
と
い
え
ば
、そ
う
と
も
言
え
な
か
っ
た
。

　

た
し
か
に
一
九
六
〇
年
代
は
じ
め
に
は
、
構
造
改
革
論

の
提
起
（
六
〇
年
）、
自
治
体
改
革
を
活
動
方
針
と
す
る

（
六
一
年
）な
ど
、都
市
政
策
を
め
ぐ
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。

だ
が
、
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
構
造
改
革
派
が
党
内
で
否
定

さ
れ
て
い
く
と
、
こ
の
動
き
も
ま
た
停
滞
し
て
い
っ
た
。

　

自
民
党
の
調
査
会
設
置
か
ら
半
年
後
、
江
田
三
郎
を
委

員
長
に
、
構
造
改
革
論
に
近
い
メ
ン
バ
ー
や
革
新
首
長
ら

に
よ
る
「
都
市
問
題
特
別
委
員
会
」
が
置
か
れ
、
三
カ
月

で
中
間
報
告
に
あ
た
る
『
総
合
都
市
問
題
対
策
案
』
を
党

大
会
で
報
告
し
て
い
た
。
こ
の
文
書
を
加
筆
修
正
し
た
も

の
が
『
討
議
資
料
』
で
あ
っ
た
。
本
来
は
『
都
市
再
建
綱

領
』
に
い
た
る
た
め
の
議
論
の
た
た
き
台
で
あ
り
、
委
員

会
自
身
が
十
分
で
は
な
い
も
の
と
認
め
て
い
た（
２
）。
だ
が
そ

れ
で
も
、
社
会
党
で
は
、
自
治
体
改
革
の
提
起
や
革
新
首

長
ら
の
政
策
展
開
の
蓄
積
が
、
自
民
党
『
大
綱
』
に
た
い

　

土　

山　

希
美
枝

政
党
の
都
市
政
策

戦
後
自
治
の
あ
ゆ
み

政
策
・
政
党
・
市
民
の
乖
離
の
ゆ
く
え
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し
一
応
の
面
目
を
保
つ
対
応
を
可
能
に
し
た
と
い
え
る
。

　

社
会
党
『
討
議
要
綱
』
で
は
、
自
民
党
『
大
綱
』
に
お

け
る
市
民
が
「
都
市
の
主
人
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
実
際

に
は
民
間
資
本
が
主
体
と
な
る
開
発
が
提
起
さ
れ
る
の
に

た
い
し
、
市
民
運
動
へ
の
評
価
を
高
く
お
い
て
い
る
。
ま

た
、「
生
活
最
低
基
準
（
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
）」
の
設
定

を
訴
え
る
一
方
で
、
地
域
開
発
に
つ
い
て
は
全
国
総
合
開

発
計
画
と
類
似
し
た
拠
点
開
発
の
発
想
も
記
さ
れ
て
い
た
。

　

社
会
党
以
外
の
野
党
「
都
市
政
策
」
は
さ
ら
に
急
ご
し

ら
え
の
感
が
強
い
。
公
明
党
は
倫
理
面
・
精
神
面
か
ら
都

市
政
策
を
説
く
が
、
具
体
的
に
は
緊
急
課
題
と
し
て
住
宅

問
題
、
交
通
問
題
、
都
市
問
題
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

民
社
党
は
、
み
ず
か
ら
を
自
民
党
と
社
会
党
の
都
市
政
策

の
調
整
役
に
任
ず
る
と
し
、
国
土
総
合
開
発
省
の
設
置
を

主
張
し
た
。
自
民
党
『
大
綱
』
に
最
も
強
い
拒
否
の
姿
勢

を
示
し
た
の
は
共
産
党
で
あ
っ
た
が
、
社
会
主
義
ま
た
共

産
主
義
に
よ
ら
な
け
れ
ば
都
市
問
題
の
完
全
な
解
決
は
な

い
と
宣
言
し
、
つ
い
で
個
別
要
求
が
並
べ
ら
れ
る
内
容
で

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
対
応
の
の
ち
、
野
党
各
党
は
あ
ら
た
め
て
都

市
政
策
文
書
を
整
え
る
。
一
九
六
九
年
に
公
明
党
が
『
大

衆
福
祉
の
た
め
の
都
市
開
発
』、
民
社
党
が
『
国
土
開
発

計
画
』、
翌
七
〇
年
に
社
会
党
が
『
人
間
復
権
の
た
め
の
都

市
改
革
（
案
）』
を
公
表
し
た
。
社
会
党
は
一
定
、
革
新
首

長
の
経
験
の
蓄
積
や
市
民
運
動
の
多
様
化
を
ふ
ま
え
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
は
概
ね
自
民
党
『
大
綱
』
を
批
判
あ
る

い
は
一
定
評
価
し
、
そ
の
水
準
以
上
に
手
厚
い
対
応
を
す

る
な
ど
し
た
、『
大
綱
』に
影
響
を
う
け
た
内
容
で
あ
っ
た
。

　
忘
れ
ら
れ
た
『
大
綱
』　
政
党
と
市
民
の
乖
離

　

そ
れ
で
は
、そ
の
後
、自
民
党
『
大
綱
』
や
各
党
の
「
都

市
政
策
」
と
「
都
市
票
」
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　

結
論
を
い
え
ば
、『
大
綱
』
が
提
起
し
た
「
大
都
市
問

題
の
改
善
」
提
案
は
具
体
化
し
な
か
っ
た
。
自
民
党
幹
事

長
と
な
っ
た
田
中
の
多
忙
も
指
摘
さ
れ
る
が
、他
方
で「
地

方
の
経
済
開
発
」「
大
都
市
圏
と
地
方
を
む
す
ぶ
交
通
網

の
建
設
」
に
つ
い
て
は
、
新
全
国
総
合
開
発
計
画
と
日
本

列
島
改
造
論
に
色
濃
く
継
承
さ
れ
た
。

　

一
九
七
一
年
統
一
地
方
選
の
都
知
事
選
で
は
、
自
民
党

が
強
力
に
推
薦
し
た
秦
野
章
候
補
が
記
録
的
な
大
差
で
負

け
、
美
濃
部
亮
吉
が
二
期
め
の
当
選
を
果
た
し
た
。「
中

央
直
結
か
市
民
直
結
か
」
と
い
わ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
対
決

は
、
後
者
が
鮮
烈
な
勝
利
を
お
さ
め
、
そ
の
後
、
保
守
・

革
新
を
問
わ
ず
、「
市
民
生
活
優
先
」「
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
」
と
い
っ
た
革
新
自
治
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
や
政
策

手
法
が
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。
都
市
政
策
は
、
と
き
に
国

の
法
制
度
と
衝
突
し
、
限
界
も
も
ち
な
が
ら
、
自
治
体
レ

ベ
ル
で
進
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。
自
治
体
は
「
地
域
課
題

に
と
り
く
む
地
域
の
政
府
」
と
し
て
の
機
能
を
ひ
ろ
げ
て

い
っ
た
。
都
市
型
社
会（
３
）の
成
熟
を
み
た
日
本
で
、
あ
る
意

味
で
は
自
民
党
『
大
綱
』
の
指
摘
ど
お
り
、
都
市
政
策
は

こ
ん
に
ち
公
共
政
策
の
範
疇
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

　
「
都
市
票
」
は
、
暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る
政
策
・
制
度

の
未
整
備
や
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
政
策
的
対
応
を
求
め

る
票
で
あ
っ
た
。
七
一
年
都
知
事
選
が
示
し
た
よ
う
に
、

「
市
民
直
結
」
で
生
活
環
境
整
備
に
と
り
く
む
、
自
治
・

分
権
を
理
念
に
、
参
加
・
情
報
公
開
を
基
盤
に
お
く
政
策

主
体
と
し
て
の
自
治
体
を
支
持
す
る
層
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
層
を
、
自
民
党
は
も
と
よ
り
社
会

党
も
み
ず
か
ら
の
支
持
層
と
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
地
方
政
治
を
「
国
政
の
土
塁
」
と
み
て
い
た
社
会
党

の
姿
勢
は
、
革
新
首
長
や
市
民
運
動
か
ら
繰
り
返
し
問
題

視
さ
れ
改
善
を
求
め
ら
れ
る
が
、
大
き
く
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
国
政
で
は
長
期
低
落
傾
向
が
一
環
し
て
続
き
、
革
新

自
治
体
が
地
方
自
治
に
も
た
ら
し
た
変
革
は
ひ
ろ
く
受
容

さ
れ
、
だ
か
ら
こ
そ
「
革
新
政
党
の
首
長
」
数
は
七
〇
年

代
末
に
は
減
少
を
始
め
る
。

　

六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
を
つ
う
じ
た
地
方
自
治
に
お
け

る
変
革
は
、
政
党
と
こ
う
し
た
市
民
層
を
つ
な
げ
る
方
向

に
は
働
か
な
か
っ
た
。「
都
市
政
策
ブ
ー
ム
」
は
文
書
で

終
わ
り
、
そ
の
三
〇
年
後
に
も
「
自
民
党
は
『
都
市
風
』

に
変
身
で
き
る
の
か
」
と
評
さ
れ
て
い
る（
４
）。
自
民
党
に
限

ら
ず
、
ど
の
政
党
も
「
都
市
票
」
を
と
ら
え
ら
れ
ず
、
そ

の
流
れ
は
市
民
票
、浮
動
票
、無
党
派
層
な
ど
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
層
も

ま
た
、「
み
ず
か
ら
の
政
党
」
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。政
党
と
幅
広
い
市
民
層
と
の
乖
離
は
、

こ
ん
に
ち
も
ま
だ
、
日
本
の
政
治
・
政
策
の
問
題
状
況
の

基
底
に
あ
る
課
題
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
。

＜
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や
ま　
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